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市
の
被
害
額
５
億
３
百
万
円
余
り
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ま
た
翌
二
日
に
は
、
二
次
災
害

の
危
険
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
宝
慶
寺
寺
院
へ
の
避
難
勧
告

が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
越
美
北
線
は
、
足
羽
川
に

架
か
る
鉄
橋
五
本
が
流
失
す
る
な

ど
の
被
害
を
受
け
、
当
分
の
間
、

福
井―

越
前
大
野
駅
間
で
列
車
の

運
行
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
福
井―

越
前
大
野
駅
間

で
は
、
越
前
大
野
駅
の
始
発
（
午

前
五
時
四
分
発
）
を
除
き
、
上
下

線
と
も
代
行
バ
ス
で
対
応
。
越
前

大
野―

九
頭
竜
湖
駅
間
で
は
、
通

し
た
後
、
十
九
日
早
朝
に
県
防
災

ヘ
リ
な
ど
で
救
助
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
十
六
日
に
は
、
陸
上
自
衛
隊

が
救
援
に
駆
け
つ
け
、
寺
院
に
押

し
寄
せ
た
土
砂
な
ど
を
撤
去
。
八

月
一
日
に
は
、
上
庄
地
区
区
長
会

の
呼
び
掛
け
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
行
わ
れ
、
三
百
二
十
三
人
が

復
旧
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

七
月
十
七
日
深
夜
か
ら
降
り
始

め
た
豪
雨
は
、
十
八
日
午
後
一
時

ま
で
に
百
三
十
㍉
を
超
え
、
市
内

各
地
で
土
砂
崩
れ
や
浸
水
な
ど
の

被
害
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

　

被
害
額
は
、
五
億
三
百
八
十
五

万
円
。
主
な
被
害
は
、
住
宅
へ
の

浸
水
が
床
上
で
十
世
帯
、
床
下
で

四
十
三
世
帯
。
水
田
冠
水
が
約
十

七
㌶
、
浸
水
が
約
百
五
十
七
㌶
。

林
道
の
損
壊
が
十
九
路
線
。
が
け

崩
れ
が
二
カ
所
。
鉄
道
の
不
通
が

一
カ
所
な
ど
で
す
。

　

宝
慶
寺
で
は
、
十
八
日
午
前
九

時
ご
ろ
、
寺
院
の
裏
山
で
土
砂
崩

れ
が
発
生
。
土
砂
や
岩
石
が
境
内

に
な
だ
れ
込
み
、
建
物
床
下
に
も

被
害
が
及
び
ま
し
た
。
僧
侶
ら
十

三
人
は
、
市
林
業
振
興
セ
ン
タ
ー

へ
避
難
。
参
拝
客
ら
十
二
人
は
、

宝
慶
寺
い
こ
い
の
森
へ
一
時
避
難

　

七
月
十
七
日
深
夜
か
ら
十
八
日
に
か
け
て
降
り

続
い
た
「
福
井
豪
雨
」
に
よ
り
、
当
市
も
大
き
な

被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
現
在
ま
で

に
ま
と
め
ら
れ
た
被
害
状
況
や
、
復
旧
へ
向
け
て

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

五
十
三
世
帯
が
浸
水

宝
慶
寺
へ
土
砂
が
流
入

越
美
北
線
の
被
害
甚
大

林道宝慶寺・千本杉線

宝慶寺

ボランティアによる復旧作業

平成16年7月福井豪雨

ボランティアによる復旧作業

宝慶寺

林道宝慶寺・千本杉線
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（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４

２
６
）

○
介
護
保
険
料
の
減
免
（
65
歳
以
上
）

　

床
上
浸
水
が
あ
っ
た
世
帯
の

介
護
保
険
料
を
減
免
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

福
祉
課
高
齢
福
祉

係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線

４
８
２
）

○
窓
口
手
数
料
の
免
除

　

被
災
に
よ
り
紛
失
し
た
印
鑑

登
録
証
の
再
交
付
手
数
料
と
、

被
災
に
関
す
る
届
け
出
な
ど
に

必
要
な
書
類
の
交
付
手
数
料
を
免

除
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
民
課
窓
口
係（
☎

　

66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
３
）

　

第
三
百
三
十
三
回
臨
時
市
議
会

が
、
八
月
十
一
日
に
開
か
れ
ま
し

た
。
災
害
復
旧
経
費
を
盛
り
込
ん

だ
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
三

議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出

に
四
千
四
百
万
円
を
追
加
。
予
算

総
額
は
百
四
十
七
億
三
千
三
百
九

十
三
万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
市
道
や

河
川
の
復
旧
に
千
三
百
十
万
円
、

農
業
用
施
設
の
復
旧
に
千
三
百
万

円
、
林
道
の
復
旧
に
一
千
万
円
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

常
通
り
列
車
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
七
月
二
十
六
日
、
県
や

沿
線
市
町
村
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
西

日
本
金
沢
支
社
に
対
し
、
越
美
北

線
の
早
期
全
面
復
旧
を
求
め
る
要

望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
は
「
福
井―

一

乗
谷
間
と
美
山―

越
前
大
野
間
で

九
月
十
一
日
か
ら
運
転
を
再
開
、

全
線
復
旧
に
つ
い
て
は
、
県
と
協

議
し
た
上
で
対
応
を
検
討
す
る
」

と
の
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
今
回
の
豪
雨
に
よ
る
被

災
者
を
対
象
に
、
見
舞
金
の
支
給

や
、
固
定
資
産
税
減
免
な
ど
の
支

援
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
住
宅
災
害
見
舞
金

　

住
宅
浸
水
が
あ
っ
た
世
帯
に

見
舞
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

床
上
浸
水　

十
万
円

床
下
浸
水　

二
万
円

問
合
せ
先　

福
祉
課
社
会
福
祉

係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線

４
７
１
）

○
固
定
資
産
税
の
減
免

　

土
地
・
家
屋
（
床
上
浸
水
以

上
）
へ
の
被
害
の
程
度
に
応
じ

て
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税

を
減
免
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

税
務
課
資
産
税
係

復
旧
へ
四
千
四
百
万
円
補
正

被
災
者
に
各
種
支
援

7月18日
 3:08　大雨、洪水警報発令
 3:30　県道上小池勝原線（勝原～上小池）で通
 行止め
 6:00　累積雨量42㍉を記録
 7:00　国道157号（中島～温見）、国道476号    
 （上丁～池田町）で通行止め
 7:10　下黒谷で土砂崩れ発生
 8:00　下黒谷区住民が小山公民館に避難
 8:10　市災害対策本部を設置、避難者に全公民
 館・小中学校を開放
 8:15　国道157号（中島～巣原）でがけ崩れ発 
 生。9人孤立
 8:20　上黒谷・下黒谷区に避難勧告
 8:30　国道157号（五条方～温見）で通行止め
 8:50　清瀧区住民が有終会館へ避難 

大野市ドキュメント

  9:00　松ヶ谷宝慶寺大野線で土砂崩れ発生  
 宝慶寺境内へ土砂流入
 累積雨量90㍉を記録
  9:10　松ヶ谷宝慶寺大野線で通行止め
  9:25　友江区住民が下庄公民館へ避難
 猪島区住民が上庄公民館へ避難
10:00　中挾1区ほか13区に避難勧告
10:10　美山町で鉄橋が崩壊。ＪＲ越美北線が
 不通
10:30　下郷区ほか4区に避難勧告
13:00　累積雨量132㍉を記録
15:10　宝慶寺区に避難勧告
16:45　下黒谷・宝慶寺区を除き、避難勧告解除
17:25　雲川ダム管理事務所で11人が孤立
17:30　木本地域で簡易水道が断水。給水車出動
17:55　宝慶寺区で33人孤立
18:00　累積雨量135㍉を記録
18:20　温見区で12人孤立
19:00　累積雨量138㍉を記録

7月19日
  6:28　防災ヘリで温見区から2人救助
  6:45　防災ヘリで宝慶寺区から15人、雲川ダム 
 から4人救助
  7:03　防災ヘリで雲川ダムから4人救助
  7:15　防災ヘリで雲川ダムから3人救助
10:00　下黒谷区への避難勧告解除
14:00　寺院を除き、宝慶寺区への避難勧告解除木本地域へ給水車が出動木本地域へ給水車が出動

福  井　　　豪  雨



施
設
の
建
設
は
、
各
市
村
の
緊
急

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
建
設
さ
れ
る
ご
み
処
理
施

設
は
、
広
域
で
ご
み
を
集
約
す
る

こ
と
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

○
二
十
四
時
間
稼
働
に
よ
る
施

設
の
効
率
的
な
利
用

○
高
温
で
の
長
期
安
定
運
転
に

よ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
発
生
量

の
抑
制

○
資
金
の
分
担
に
よ
る
高
度
な

設
備
の
充
実

○
資
源
ご
み
の
効
率
的
な
リ
サ

イ
ク
ル

（４） 2004.9  広報おおの

た
不
純
物
の
除
去
や
、
金
属
類
の

回
収
を
行
う
た
め
の
選
別
機
な
ど

を
整
備
し
ま
す
。
処
理
能
力
は
、

資
源
ご
み
で
二
十
一
㌧
、
不
燃
ご

み
・
粗
大
ご
み
で
十
㌧
、
合
わ
せ

て
一
日
に
三
十
一
㌧
の
処
理
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
二
市
一
村
か
ら
出
る
ご

み
の
量
は
一
日
に
約
五
十
㌧
。
こ

れ
に
対
し
、
大
野
市
で
は
施
設
の

老
朽
化
が
進
み
、
勝
山
市
で
は
平

成
十
一
年
に
、
和
泉
村
で
は
平
成

十
四
年
に
施
設
の
稼
働
を
停
止
し

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
新
し
い

　

大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事

務
組
合
が
整
備
す
る
「
広
域
ご
み

処
理
施
設
」
の
建
設
工
事
が
、
八

月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
大
野
市
・
勝
山

市
・
和
泉
村
の
ご
み
を
一
括
処
理

す
る
も
の
で
、
可
燃
ご
み
を
処
理

す
る
ガ
ス
化
溶
融
施
設
と
、
資
源

ご
み
な
ど
を
処
理
す
る
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

鉄
骨
鉄
筋
造
り
四
階
建
て
（
一

部
五
階
建
て
）
で
、
延
べ
床
面
積

は
一
万
三
千
五
百
平
方
㍍
。
総
事

業
費
は
約
六
十
五
億
円
で
す
。

　

可
燃
ご
み
を
処
理
す
る
ガ
ス
化

溶
融
施
設
は
、
千
三
百
度
〜
千
五

百
度
の
高
温
で
ご
み
を
溶
融
処
理

し
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
有
害
物

質
の
発
生
を
抑
え
る
よ
う
設
計
さ

れ
て
い
ま
す
。
溶
融
炉
は
二
基
設

置
さ
れ
、
合
わ
せ
て
一
日
に
八
十

四
㌧
の
処
理
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は

資
源
ご
み
・
不
燃
ご
み
・
粗
大
ご

み
を
処
理
。
リ
サ
イ
ク
ル
の
効
率

化
を
図
る
た
め
、
ご
み
に
混
入
し

一
日
に
百
十
五
㌧
を
処
理

広
域
化
の
メ
リ
ッ
ト

勝山市

東大月 清
滝
川

国
道

157
号

下
荒
井
ト
ン
ネル

真
名
川

南新在家

真名川大橋

土布子

中津川 あっ宝んど

下水処理センター

ごみ処理施設建設地

大野市

建設地位置図

大野・勝山地区広域ごみ処理施設

平
成
18
年
３
月
完
成
へ

大野・勝山地区広域ごみ処理施設

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
大
幅
に
削
減

平
成
18
年
３
月
完
成
へ

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
大
幅
に
削
減
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広
域
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
工

事
は
、
平
成
十
八
年
三
月
ま
で
に

完
了
し
、
同
年
四
月
の
稼
働
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
不
燃
ご
み
を
処
理
し
た

残
り
か
す
や
、
溶
融
施
設
か
ら
出

る
灰
な
ど
を
埋
め
立
て
る
最
終
処

分
場
は
、
勝
山
市
平
泉
寺
町
岩
ヶ

野
に
建
設
を
予
定
。
現
在
、
建
設

用
地
の
買
収
や
、
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
の
縦
覧
手
続
き
な
ど
を
進
め

て
お
り
、
本
年
度
中
の
着
工
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

※
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

大
規
模
な
事
業
を
行
う
事
業

者
が
、
事
業
の
内
容
や
周
辺

環
境
へ
の
影
響
な
ど
を
公
表

し
、
住
民
や
地
方
自
治
体
の

意
見
を
聴
い
て
、
環
境
保
全

対
策
に
反
映
さ
せ
る
制
度

　

ご
み
処
理
の
広
域
化
に
伴
い
、

ご
み
の
分
別
方
法
や
出
し
方
を
ど

う
す
る
か
が
、
こ
れ
か
ら
の
検
討

課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
の
意
見
・
要
望
を
十
分

に
集
約
し
た
上
で
、
各
市
村
、
関

係
機
関
な
ど
と
協
議
し
、
慎
重
に

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

十
八
年
四
月
か
ら
稼
働

今
後
の
検
討
課
題

　

消
費
者
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

　
　

森
廣
律
子
さ
ん（
平
沢
領
家
）

　

少
し
で

も
ご
み
の

減
量
に
つ

な
が
れ
ば

と
思
い
、

日
ご
ろ
か

ら
買
い
物
か
ば
ん
を
持
ち
歩
く
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
マ

イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動
」
と
い
っ
て

ス
ー
パ
ー
な
ど
の
レ
ジ
袋
を
も
ら

わ
な
い
こ
と
で
、
ご
み
の
減
量
と

「
貴
重
な
資
源
、
捨
て
な
い
で
」

「
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ
う
」

新しいごみ処理施設の概要

所 在 地　南新在家地係
完　　成　平成18年3月
施設規模
■ガス化溶融施設
　炉形式：流動床式ガス化溶融炉
　処理能力：84㌧／日
■リサイクルプラザ
　処理能力
　資源ごみ：21㌧／日
　不燃ごみ・粗大ごみ：10㌧／日

建 築 面 積　約6,200平方㍍
延べ床面積　約13,500平方㍍
構　　　造　鉄骨鉄筋コンクリート造り
駐 車 台 数　約40台
建物の高さ　約28㍍
煙突の高さ　約59㍍
そ　の　他　リサイクルプラザに、ごみ

処理の仕組みを学習できる
施設を整備　

石
油
資
源
の
節
約
を
図
る
取
り
組

み
で
す
。
消
費
者
グ
ル
ー
プ
連
絡

協
議
会
で
は
、
こ
の
取
り
組
み
を

一
人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
お
う
と
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
実
践
し
て
い
る
人
は
少
な

い
よ
う
で
す
。
ご
み
を
減
ら
し
、

か
け
が
え
の
な
い
環
境
を
守
る
た

め
に
は
、
日
ご
ろ
の
ち
ょ
っ
と
し

た
心
掛
け
が
大
切
で
す
。
皆
さ
ん

も
一
緒
に
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

区
長
連
合
会
福
祉
環
境
部

　
　

椿
坂
繁
雄
さ
ん（
下
麻
生
嶋
）

　

ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ

ー
で
焼
却

さ
れ
る
ご

み
に
は
、

か
な
り
の

割
合
で
古
紙
類
が
含
ま
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
正
し
く
分
別
す
れ
ば

資
源
に
な
る
も
の
が
、
大
量
に
ご

み
と
し
て
燃
や
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。
段
ボ
ー
ル
や
牛
乳
パ
ッ
ク
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
封
筒
や
包
装

紙
、
お
菓
子
の
箱
な
ど
も
名
刺
ぐ

ら
い
の
大
き
さ
が
あ
れ
ば
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
ま
す
。
ご
み
と
し
て
捨

て
る
前
に
、
資
源
と
し
て
再
利
用

で
き
な
い
か
考
え
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
ね
。
今
回
の
広
域

ご
み
処
理
施
設
の
建
設
は
、
分
別

に
つ
い
て
見
直
す
良
い
き
っ
か
け

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
が
環
境
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

リ
サ
イ
ク
ル
は
も
っ
と
進
ん
で
い

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。



「鷲
わ し た か ず び ょ う ぶ

鷹図屏風」市指定文化財に
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錦
町
の
円
立
寺
に
伝
わ
る
「
鷲

鷹
図
屏
風
」
が
、
六
月
二
十
四
日

付
で
市
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
市
文
化
財
の
指
定
は
今

回
で
九
十
二
件
目
、
絵
画
や
彫
刻

な
ど
の
有
形
文
化
財
と
し
て
は
、

七
十
二
件
目
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
屏
風
は
安
土
桃
山
時
代
の

も
の
で
、
縦
百
五
十
一
㌢
、
横
三

百
五
十
四
・
五
㌢
。
も
と
は
襖

ふ
す
ま

絵

だ
っ
た
も
の
を
、
六

曲
一
双
の
屏
風
に
仕

立
て
た
も
の
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
屏
風

の
左
右
に
、
ワ
シ
と

タ
カ
を
一
羽
ず
つ
組

み
合
わ
せ
て
配
置
。

ワ
シ
が
サ
ル
を
捕
ら

え
る
一
瞬
の
動
き
や

タ
カ
が
樹
上
か
ら
獲

物
を
ね
ら
う
姿
が
、

荒
々
し
い
画
風
で
描

か
れ
て
い
ま
す
。

　

題
材
や
画
風
の
特

徴
か
ら
、
戦
国
大
名

朝
倉
氏
に
仕
え
た
曽

我
派
の
絵
師
の
作
品

と
考
え
ら
れ
、
朝
倉

氏
に
関
す
る
遺
物
の

中
で
も
、
ほ
と
ん
ど

現
存
し
な
い
貴
重
な

資
料
で
あ
る
点
な
ど
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

※
市
指
定
文
化
財

市
が
歴
史
・
芸
術
・
学
術
・

観
賞
な
ど
の
観
点
か
ら
価
値

が
高
い
と
認
め
、
保
存
や
活

用
を
目
的
と
し
て
指
定
し
た

文
化
財　

問
合
せ
先　

市
歴
史
民
俗
資
料
館

　

（
☎
65
・
５
５
２
０
）

市
文
化
財
九
十
二
件
目

ガス化溶融方式とは？
　広域ごみ処理施設では、燃やせるごみの処理にガス化溶融方式を採用しています。この
方式は、ごみをいったん低酸素の状態で熱分解（蒸し焼き）し、そこで発生したガスと炭
化物を溶融炉に送り、さらに高温で燃焼・溶融させるものです。
　従来の焼却方式より高温（1300～1500度）で処理するため、ダイオキシン類の発生を
大幅に削減できるなどのメリットがあります。

誤って可燃ごみに混入した
鉄やアルミは、酸化するこ
となくガス化炉から回収さ
れ、貴重な資源としてリサ
イクルされます。

溶融炉で焼却灰を溶融して
生成される溶融スラグ(ガ
ラス質の固形物)は、路盤
材やコンクリート材などに
再利用されます。

回収された鉄 回収されたアルミ

溶融スラグの排出状況

冷却した溶融スラグ

リサイクル

熱エネルギ
ーを回収
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大門

大野城 中保

菖蒲池

榎

国道4
76号

上黒谷

至和泉

富田大橋

至勝山

東
大
月

上
中
野

赤
根川

大
野
市
役
所

至
福
井

西
据

阿
難
祖
領
家

真
名
川

東
中

清
滝
川

国
道

号
157

南
新
在
家

譲与が完了した区域
平成16年3月までに

中荒井

国道  158号

　

国
が
所
有
す
る
公
共
財
産
の
う

ち
、
里
道
や
水
路
な
ど
の
法
定
外

公
共
物
が
、
市
町
村
に
譲
与
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
住
民
に
関
係
の

深
い
公
共
物
を
、
よ
り
住
民
に
身

近
な
市
町
村
へ
無
償
で
譲
渡
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
住
民
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
管
理
・
運
用
を
進
め
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

法
定
外
公
共
物
と
は
、
道
路
法

や
河
川
法
の
適
用
を
受
け
な
い
公

共
物
で
す
。
代
表
的
な
も
の
と
し

て
、
里
道
や
水
路
が
あ
り
ま
す
。

里
道　

高
速
自
動
車
道
、
一
般
国

　

道
、
県
道
、
市
道
以
外
の
道
路

　

で
、
通
称
、
赤
筋
（
あ
か
す
じ
）

　

と
呼
ば
れ
て
い
る

水
路　

一
級
河
川
、
二
級
河
川
、

準
用
河
川
以
外
の
河
川
で
、
通

称
、
青
筋
（
あ
お
す
じ
）
と
呼

ば
れ
て
い
る

　

こ
れ
ま
で
、
法
定
外
公
共
物
の

管
理
は
、
県
が
国
か
ら
委
任
を
受

け
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
市
や
個
人
が
使
用
や
売
り
払

い
を
申
請
す
る
場
合
、
国
や
県
に

対
し
て
手
続
き
を
行
い
、
許
可
を

受
け
る
ま
で
に
半
年
以
上
の
期
間

が
必
要
で
し
た
。

　

し
か
し
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
手

続
き
が
市
に
一
本
化
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
申
請
か
ら
許
可
ま
で
に

要
す
る
期
間
が
、
二
カ
月
〜
三
カ

月
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

大
野
・
小
山
・
乾
側
地
区
と
下

庄
地
区
の
一
部
で
は
、
平
成
十
六

年
三
月
ま
で
に
譲
与
が
完
了
し
、

既
に
市
に
よ
る
管
理
・
運
用
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
の
地
区
と
山
林
部
分

に
つ
い
て
も
平
成
十
七
年
三
月
ま

で
に
、
す
べ
て
の
譲
与
が
完
了
す

る
予
定
で
す
。

問
合
せ
先　

建
設
課
管
理
係
（
☎

　

66
・
１
１
１
１
内
線
３
４
７
）

許
可
ま
で
の
期
間
を
短
縮

十
七
年
三
月
に
完
了

法
定
外
公
共
物
と
は

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
利
用
へ

里道・水路を含めた町づくりが可能に

譲与後は市の判断だけでＯＫ！

　里道や水路の利用については、これまで国
や県の許可を受けるなどの手続きが必要でし
たが、譲与後は市の判断でこれらを含めた町
づくりが行えるようになります。

里
道
・
水
路
が
大
野
市
へ

「
売
り
払
い
手
続
き
」
な
ど
簡
単
に

譲与後
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減塩で健康生活

2004.9　№ 186

～ちょっと気になる健康料理～
お豆腐団子の小豆あんかけ

（エネルギー：158㌔㌍　塩分：0㌘／ 1人前）
　お豆腐団子は、ほんのりとした甘さで口当たりも
滑らか。乳製品や小麦粉、卵などのアレルギーがあ
るお子さんにもお薦めのおやつです。
①ボウルにＡを入れ、手で豆腐を崩しながら、耳た
　ぶくらいの固さになるまで練る（水分が足りない
　場合は水を加える）
②一口大に丸め、少しくぼみを作って熱湯に入れる
③浮き上がってから、さらに1～2分ゆで、水に取っ
　て冷やす
④水気を切って器に盛り付け、小豆あんをかけて出
　来上がり
※生クリームをかけても、おいしくいただけます

メニュー考案：食生活改善推進員（若葉会）

材料（４人分）
　上新粉………40㌘
　白玉粉………40㌘
　砂糖…………20㌘
　絹ごし豆腐…80㌘

　

平
成
十
五
年
度
に
、
約
千
二
百
人
の
市
民
を
対
象
に
行

っ
た
健
康
調
査
に
よ
る
と
、
男
性
の
五
〇
・
二
％
、
女
性

の
三
五･

三
％
が
、
塩
分
の
取
り
方
に
改
善
が
必
要
と
判

定
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
参
考

に
減
塩
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

（８）

皆さんの健康づくりを後押しします。保健センター（☎65・7333）

【健康おおの21】今月のキャッチフレーズ

うす味で大野の味覚を楽しもう

　

成
人
が
一
日
に
取
る
塩
分
の
量

は
、
十
㌘
以
下
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
塩
分
の
取
り
過
ぎ

は
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
、
胃
が

ん
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣

病
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
日
ご
ろ

の
食
習
慣
を
見
直
し
、
健
康
生
活

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

項
目
別
の
調
査
で
は
「
漬
物
に

し
ょ
う
油
を
か
け
る
」
「
め
ん
類

の
汁
を
ほ
と
ん
ど
飲
む
」
と
回
答

し
た
人
が
多
く
、
特
に
男
性
に
そ

の
傾
向
が
強
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

漬
物
や
め
ん
類
の
汁
に
は
、
多

く
の
塩
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

取
り
過
ぎ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

漬
物
は
一
日
一
食
ま
で

　

漬
物
二
切
れ
（
三
十
㌘
）
に
含

ま
れ
る
塩
分
は
約
二
・
一
㌘
。
こ

れ
に
小
さ
じ
一
杯
の
し
ょ
う
油
を

か
け
る
と
、
塩
分
は
さ
ら
に
〇
・

七
㌘
増
加
し
ま
す
。
量
を
多
く
食

べ
る
人
は
要
注
意
で
す
。

　

漬
物
は
一
日
一
食
ま
で
と
し
、

小
皿
に
取
り
分
け
る
な
ど
食
べ
過

ぎ
な
い
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

め
ん
類
の
汁
は
飲
ま
な
い

　

ラ
ー
メ
ン
一
杯
に
含
ま
れ
る
塩

分
は
約
五
・
七
㌘
。
そ
の
大
半
が

汁
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
汁
を
残

す
こ
と
で
、
塩
分
の
摂
取
量
を
か

な
り
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

カ
リ
ウ
ム
を
多
く
含
む
食
品

（
イ
モ
類
・
果
物
・
野
菜
）
に
は
、

体
内
の
塩
分
排
せ
つ
を
促
進
す
る

70

60

50

40

30

20

10

0

男性 女性

50.2％

35.3％

49.5％

34.0％

大野市 全　国

％

一
日
十
㌘
以
下
が
目
安

注
意
し
た
い
食
習
慣

塩
分
排
せ
つ
の
強
い
味
方

ゆで小豆（加糖）…60㌘
生クリーム………20㍉㍑
（お好みで）Ａ

塩分の取り方に改善が必要な人の割合

働
き
が
あ
り
ま
す
。
塩
分
控
え
め

の
食
生
活
と
合
わ
せ
、
日
ご
ろ
か

ら
こ
れ
ら
の
食
品
を
十
分
に
取
る

よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

味
付
け
や
調
味
料
を
少
し
工
夫

す
る
だ
け
で
、
減
塩
料
理
を
お
い

し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
大
葉
や
ネ
ギ
、
シ
ョ
ウ
ガ
な
ど

　

香
味
野
菜
で
風
味
を
つ
け
る

▽
酢
や
レ
モ
ン
、
ユ
ズ
を
使
っ
て

　

酸
味
を
効
か
せ
る

▽
コ
シ
ョ
ウ
や
唐
辛
子
を
使
っ
て

　

素
材
の
味
を
引
き
立
て
る

▽
か
つ
お
節
や
昆
布
の
だ
し
で
、

　

う
ま
み
を
加
え
る

う
す
味
で
お
い
し
く
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暮
ら
し
の

ペットボトル　飲み残しに注意 !

ア
ド
バ
イ
ス

ア
ド
バ
イ
ス

　

「
飲
み
残
し
の
入
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
破
裂
し

た
」
と
い
う
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
平
成
十
三
〜

十
五
年
度
に
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た

事
故
は
九
件
。
中
に
は
、
容
器
の
破
裂
で
重
傷
を
負

っ
た
と
い
う
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

市　役　所
生活環境課消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ☎66・1111　内線 464（　　　）

で
し
ま
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
コ

ッ
プ
な
ど
を
使
い
、
直
接
口
を
つ

け
て
飲
ま
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

冷
蔵
庫
で
保
存
す
る

　

酵
母
は
低
温
で
は
発
育
し
に
く

い
た
め
、
冷
蔵
庫
で
保
存
す
れ
ば

二
酸
化
炭
素
の
発
生
を
か
な
り
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
き
い
サ
イ
ズ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
飲
料
を
数
回
に
分
け
て
飲
む
場

合
な
ど
は
、
必
ず
冷
蔵
庫
で
保
存

し
、
酵
母
の
働
き
を
抑
制
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

一
度
で
飲
み
切
れ
る
サ
イ
ズ
を

　

い
っ
た
ん
開
封
し
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
は
、
空
気
中
や
人
の
口
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
菌
が
入
り
込
む

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

気
温
や
湿
度
が
高
い
こ
の
時
期

に
、
飲
み
残
し
を
数
回
に
分
け
て

飲
む
こ
と
は
、
衛
生
上
決
し
て
望

ま
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

開
封
し
て
か
ら
時
間
が
経
過
す
る

こ
と
で
、
風
味
の
低
下
や
、
腐
っ

て
カ
ビ
が
発
生
す
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

商
品
を
選
ぶ
と
き
は
、
で
き
る

だ
け
一
度
で
飲
み
切
れ
る
サ
イ
ズ

の
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
キ
ャ
ッ
プ
を
開
け
た
も
の

は
、
で
き
る
だ
け
早
く
飲
み
切
る

よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ッ
プ
が
飛
ん
で
目
に
当
た
っ
た
。

病
院
で
診
察
を
受
け
た
と
こ
ろ
、

全
治
一
週
間
と
診
断
さ
れ
た
。

　

主
な
事
故
の
事
例
は
、
飲
み
残

し
た
飲
料
を
常
温
で
放
置
す
る
こ

と
で
起
き
て
い
ま
す
。

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
た

実
験
で
は
、
食
品
に
含
ま
れ
る
酵

母
が
人
の
口
を
介
し
て
ボ
ト
ル
に

混
入
す
る
と
、
酵
母
が
出
す
二
酸

化
炭
素
が
ボ
ト
ル
内
の
圧
力
を
高

め
、
ボ
ト
ル
を
破
裂
さ
せ
た
り
、

キ
ャ
ッ
プ
を
飛
ば
し
た
り
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ボ
ト
ル
が
破
裂
し
飛
び

上
が
る
よ
う
な
事
故
が
起
き
た
場

合
、
照
明
器
具
が
壊
さ
れ
た
り
、

天
井
が
損
傷
を
受
け
た
り
す
る
な

ど
の
、
強
い
衝
撃
が
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
事
故
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

口
を
つ
け
て
飲
ま
な
い

　

食
品
に
は
も
と
も
と
酵
母
を
含

む
も
の
が
多
く
、
特
に
発
酵
食
品

や
完
熟
果
実
に
は
、
多
く
の
酵
母

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
食
品
を
食
べ
た
後
で

ボ
ト
ル
に
口
を
つ
け
て
飲
む
と
、

酵
母
が
ボ
ト
ル
の
中
に
入
り
込
ん

原
因
は
二
酸
化
炭
素

【
ケ
ー
ス
１
】

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
炭
酸
飲
料

を
半
分
ほ
ど
飲
み
残
し
、
キ
ャ
ッ

プ
を
し
て
常
温
で
一
ヵ
月
放
置
し

て
お
い
た
と
こ
ろ
、
い
き
な
り
ボ

ト
ル
が
破
裂
し
た
。
そ
の
際
、
ボ

ト
ル
が
ひ
じ
に
当
た
り
、
そ
の
ま

ま
天
井
に
突
き
刺
さ
っ
た
。
複
雑

骨
折
と
切
り
傷
を
負
い
、
手
術
を

受
け
て
入
院
し
た
。

【
ケ
ー
ス
２
】

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
果
実
飲
料

を
口
を
つ
け
て
飲
み
、
台
所
の
床

に
置
い
て
い
た
。
四
日
後
、
ボ
ト

ル
を
動
か
そ
う
と
持
ち
上
げ
た
途

端
、
強
い
衝
撃
を
感
じ
、
手
首
と

顔
に
切
り
傷
を
負
っ
た
。
ボ
ト
ル

の
底
は
七
〜
八
個
に
割
れ
、
裂
け

た
状
態
に
な
っ
て
い
た
。

【
ケ
ー
ス
３
】

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
飲
料
を
飲

み
残
し
、
台
所
の
テ
ー
ブ
ル
の
下

に
二
日
間
放
置
し
た
。
キ
ャ
ッ
プ

を
空
け
よ
う
と
し
た
途
端
、
キ
ャ

主
な
事
故
の
事
例

事
故
の
未
然
防
止
策



その３

　

国
民
健
康
保
険
と
老
人
保
健
に
、

入
院
時
の
医
療
費
や
食
事
代
を
軽

減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め
の

条
件
と
軽
減
さ
れ
る
内
容
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
国
民
健
康
保
険
加
入
者

世
帯
主
と
そ
の
世
帯
の
国
保
加

入
者
に
市
・
県
民
税
が
か
か
っ

て
い
な
い
場
合
、
入
院
時
の
食

事
代
を
軽
減

前
期
高
齢
者
（
七
十
歳
か
ら
七

十
四
歳
）
は
、
入
院
時
の
医
療 

費
も
軽
減

●
老
人
保
健
加
入
者

世
帯
全
員
に
市
・
県
民
税
が
か

か
っ
て
い
な
い
場
合
、
入
院
時

の
医
療
費
と
食
事
代
を
軽
減

　

該
当
す
る
人
は
、
事
前
に
市
民

課
で
申
請
し
、
認
定
証
を
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先　

市
民
課
国
保

　

年
金
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内

　

線
４
５
７
） 
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大野少年の翼　Ⅳ

　
『
世
界
一
住
み
や
す
い
ま
ち
』
体
験

今月のスナップ

■「広報おおの」では、皆さんの
活動や意見など、さまざまな内容
を募集しています。あなたも紙面
に参加しませんか。
　〒912-8666大野市天神町1-1
　市役所情報広報課広報広聴係
　（☎66・1 1 1 1　内線441）
yamabiko@city.ono.fukui.jp

湊川親方も参加　もちまき
（六間通り）

　

大
野
少
年
の
翼
は
、
社
団
法
人

大
野
青
年
会
議
所
が
夢
あ
る
ま
ち

づ
く
り
事
業
と
し
て
企
画
し
、
今

回
で
四
回
目
。
市
制
五
十
周
年
を

迎
え
る
今
年
、
七
年
ぶ
り
に
開
催

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
大
野
市
と
和
泉
村
の
中

学
生
三
十
六
人
が
参
加
し
、
七
月

三
十
日
か
ら
八
月
四
日
に
か
け
て

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

出
発
前
に
行
わ
れ
た
結
団
式
で

は
、
青
年
会
議
所
理
事
長
の
中
川

宗
之
さ
ん
が
「
世
界
一
住
み
や
す

い
と
い
わ
れ
る
メ
ル
ボ
ル
ン
の
ま

ち
を
見
て
、
大
野
の
ま
ち
が
ど
う

あ
る
べ
き
か
を
学
ん
で
き
て
ほ
し

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

現
地
に
到
着
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
市
内
の
学
校
に
移
動
し
て
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
る
家
族

と
対
面
。
翌
日
に
は
、
家
族
と
一

緒
に
、
動
物
園
や
買
い
物
に
出
掛

け
た
り
、
家
で
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し

た
り
し
て
過
ご
し
た
そ
う
で
す
。

　

参
加
者
の
一
人
は
「
出
発
前
、

言
葉
や
文
化
の
違
う
国
で
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
で
き
る
か
ど
う
か
不
安
だ

っ
た
が
、
み
ん
な
す
ご
く
優
し
く

て
、
家
族
の
一
員
に
な
れ

た
気
が
し
た
」
と
振
り
返

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
味
わ
え
な
い

六
日
間
の
体
験
を
終
え
て

帰
国
し
た
子
ど
も
た
ち
は

　
「
言
葉
で
伝
え
ら
れ
な
く

て
も
、
身
ぶ
り
手
ぶ
り
で

伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
」
「
も
っ
と
英
語
を

勉
強
し
て
日
本
に
来
て
い

る
外
国
の
人
た
ち
に
話
し

か
け
た
い
」
「
友
達
も
た

く
さ
ん
で
き
た
し
、
参
加

し
て
良
か
っ
た
」
と
、
満

足
し
た
様
子
。

　

今
回
の
企
画
で
中
心
と

な
っ
た
夢
あ
る
ま
ち
づ
く
り
委
員

長
の
中
村
圭
吾
さ
ん
は
「
六
日
間

の
経
験
か
ら
、
自
分
の
ま
ち
と
メ

ル
ボ
ル
ン
と
の
違
い
を
感
じ
た
は

ず
。
そ
こ
か
ら
、
自
分
の
ま
ち
の

良
さ
を
少
し
で
も
感
じ
て
く
れ
れ

ば
」
と
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
期

待
し
て
い
ま
し
た
。

対面式

その４

入
院
時
一
部
負
担
金
の
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

所得区分 自己負担限度額 食事代

非
課
税

低所得Ⅰ 1カ月1万5000円 1日300円

低所得Ⅱ 1カ月2万4600円 1日650円
（※1）

一　　般 1カ月4万200円 1日780円

（※1）入院が90日以内の場合。90日を超え
　　　る場合は1日500円

入院時の医療費自己負担限度額と食事代

補助制度　　
　　あれこれ

　

認
定
証
は
入
院
す
る
際
に
、
健

康
保
険
証
や
医
療
受
給
者
証
と
一

緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

認
定
証
に
は
有
効
期
限
が
あ
り

ま
す
。
毎
年
切
り
替
え
の
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

▽
高
額
療
養
（
医
療
）
費
の
支
給

同
じ
月
に
医
療
機
関
や
診
療
所

に
支
払
っ
た
金
額
が
高
額
に
な

っ
た
場
合
、
払
い
戻
す
制
度
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

▽
低
所
得
Ⅰ
・
Ⅱ
の
分
類（
左
表
）

低
所
得
Ⅰ
は
、
所
得
額
が
ゼ
ロ

に
な
る
人
が
該
当
し
ま
す
。
そ

れ
以
外
の
人
は
、
低
所
得
Ⅱ
に

該
当
し
ま
す



2004.9  広報おおの （11）

　９月は赤ズイキや葉唐辛子が出
始めます。早

わ

生
せ

の里芋やサツマイ
モも店先に並び、秋の始まりを告
げます。
　赤ズイキと言えば、やっぱり酢
の物。真っ赤に色づいて食欲をそ
そります。

電子メールで市民提案　E-mail　yamabiko@city.ono.fukui. jp
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木
下
雅
俊
さ
ん
は
、
七
月
に
静

岡
県
で
開
か
れ
た
、
ラ
イ
フ
ル
射

撃
の
全
国
高
校
選
手
権
大
会
ビ
ー

ム
ラ
イ
フ
ル
個
人
の
部
に
県
代
表

と
し
て
出
場
。
全
国
で
二
十
九
位

に
入
り
、
九
月
二
十
五
日
か
ら
埼

玉
県
で
行
わ
れ
る
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

木
下
さ
ん
が
ラ
イ
フ
ル
射
撃
と

出
会
っ
た
の
は
、
中
学
三
年
生
の

時
。
「
お
お
の
産
業
フ
ェ
ア
」
の

会
場
を
訪
れ
、
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
、
初
め
て
銃

を
手
に
し
て
〝
興
味
を
持
っ
た
〞

の
が
き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。

　

現
在
、
大
野
東
高
校
二
年
生
。

同
校
に
は
ラ
イ
フ
ル
部
が
無
い
た

め
、
同
級
生
三
人
と
一
緒
に
、
市

ラ
イ
フ
ル
射
撃
協
会
の
練
習
に
参

加
し
、
射
撃
技
術
に
磨
き
を
か
け

て
い
ま
す
。

　

「
い
か
に
真
ん
中
に
連
続
し
て

当
て
ら
れ
る
か
が
大
事
な
の
で
、

本
番
に
近
い
雰
囲
気
で
、
練
習
に

集
中
し
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
、

勉
強
に
も
集
中
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
ね
」
と
笑
顔
で
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

木
下
さ
ん
が
取
り
組
む
ビ
ー
ム

ラ
イ
フ
ル
は
、
立
射
（
立
っ
た
状

態
）
で
十
㍍
先
に
あ
る
的
に
向
か

っ
て
撃
ち
、
総
点
数
を
競
う
も
の

で
す
。
的
の
中
央
に
あ
る
十
点
の

直
径
は
た
っ
た
一
㍉
、
少
し
ず
れ

る
だ
け
で
減
点
に
な
り
ま
す
。
高

校
選
手
権
は
四
十
発
で
競
い
ま
し

た
が
、
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
六
十
発
と
な
る
た
め
、
さ
ら
に

集
中
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

「
七
月
の
高
校
選
手
権
は
、
県

予
選
よ
り
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
臨

め
た
の
で
、
自
己
ベ
ス
ト
の
三
百

九
十
一
点
を
出
せ
ま
し
た
。
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
、
大
学

生
も
参
加
す
る
の
で
、
順
位
よ
り

も
五
百
八
十
点
を
目
指
し
て
頑
張

り
た
い
で
す
」
と
練
習
に
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
ル
射
撃
に
取
り
組
む

　

木
下
雅
俊
さ
ん
（
高
校
二
年
生
・
今
井
）

　痴呆病棟で集団生活するお年寄りに注目した本を
紹介します。
　痴呆老人と呼ばれる人たちの生活は、意味不明な
言葉や行動を繰り返しているように見えます。しか
し、その言動には意味があり、個々が創造する世界
の中で自由に生活しています。また「痴呆」という
言葉に込められた侮

ぶ

蔑
べつ

的な感覚を取り除く必要性も
述べています。
　痴呆老人への接し方や考え方が変わる１冊になる
かもしれません。

　

新

着

図

書

【
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
】

ア
ベ
ラ
シ
オ
ン
（
篠
田
真
由
美
）

約
束
（
石
田
衣
良
）
実
朝
を
殺
し

た
男
（
楠
木
誠
一
郎
）
天
国
の
門

（
秋
月
達
郎
）
ふ
に
ゅ
う
（
川
端

裕
人
）

【
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
】

41
歳
の
哲
学
（
池
田
晶
子
）
未
病

ク
リ
ニ
ッ
ク
（
橋
本
信
也
）
セ
ッ

ク
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
河
合
香

織
）
親
と
子
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

＆
ケ
ー
タ
イ
安
心
教
室
（
野
間
俊

彦
ほ
か
）
わ
が
志
ア
フ
リ
カ
に
あ

り
（
島
岡
由
美
子
）

【
児
童
図
書
】

小
泉
八
雲
の
こ
わ
〜
い
話
（
小
泉

八
雲
）
パ
ー
ラ
（
イ
ー
ザ
ウ
）
夜

明
け
の
風
（
サ
ト
ク
リ
フ
）
は
り

ね
ず
み
と
ク
シ
ャ
ミ
病
（
お
の
り

え
ん
）
「
自
閉
症
」
と
い
う
名
の

ト
ン
ネ
ル
（
日
向
佑
子
）

【
絵
本
】

月
子
（
新
井
満
）
シ
ェ
イ
プ
ゲ
ー

ム
（
ブ
ラ
ウ
ン
）
お
じ
い
ち
ゃ
ん

と
森
へ
（
ウ
ッ
ド
）
な
さ
け
な
い

ち
っ
ち
ゃ
い
か
え
る
（
シ
エ
ラ
）

テ
ン
ト
ウ
ム
シ
と
む
し
た
ち
（
得

田
之
久
）

　

そ
の
他
、
三
百
七
十
二
冊
入
り

ま
し
た
。

阿保順子著　岩波書店刊

　『痴
ち ほ う

呆老人が
　　　　　創造する世界』

問合せ先　朝市出荷組合
　（☎69・9520：月～金、午前中）

　葉唐辛子は、つくだ煮がおすす
め。水でさっと洗い、熱湯で下ゆ
でして水を切り、ごま油や砂糖、
しょうゆなどと煮れば出来上が
り。白いご飯とよく合います。
　初秋の朝、散歩の途中にでも朝
市に寄ってみては。ぜひお出掛け
ください。

食
卓
に
も
う
一
品

〝
す
こ
〞
は
い
か
が
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　  情報広報課広報広聴係☎66・1111
話題の広場

　阪谷小学校全校児童による「ドロリンピック」が
７月17日に行われました。田んぼに隠された紙を探
すゲームやビーチフラッグを田んぼで行う「ドロフ
ラッグ」など４種目に挑戦。参加した75人は、泥ま
みれになりながら、相手に負けじと競い合っていま
した。

泥んこで大はしゃぎ

　国際理解教育推進員として８月に着任し、小学
校や幼稚園で英語や母国の文化を教えてくれるケ
イトリン・ハンセンさん。アメリカ出身の22歳。

‘ハロー’英語の先生

　８月13日から16日にかけて、「第37回おおの城まつ
り」が開催されました。13日の大花火大会に始まり、
パレードや子ども三味線、盆踊りなど、夜遅くまでた
くさんの人でにぎわっていました。

おおの城まつり



ＳＨＩＲＯＭＡＴＳＵＲＩキッズフェスタ
（８月14日　文化会館）

リサイクル塾（７月22日　有終会館）

ちびっこ共同制作作品展
（７月19日～31日　産業文化展示館）

話題の広場
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話題の広場

　市制50周年を記念して行われた「おおの子どもサマーフェスタ」。
夏休みに入り、市内各地でイベントが行われ、たくさんの子どもた
ちが体験活動などに参加しました。

身近な話題をお知らせください。

ＳＨＩＲＯＭＡＴＳＵＲＩキッズフェスタ
（８月14日　文化会館）

ちびっこ共同制作作品展
（７月19日～31日　産業文化展示館）

リサイクル塾（７月22日　有終会館）

子ども人形浄瑠璃（８月７日　文化会館）

おおの子どもサマーフェスタ

子ども朝市（８月１日　七間通り）子ども朝市（８月１日　七間通り）

　「大野に第九の響きを…」と復活した大野第九合唱
団の発会式と第１回練習会が８月１日、文化会館で行
われました。市内外から約120人が参加。11月20日
の本番に向けて、練習に取り組んでいました。

大野第九合唱団　６年ぶり結成

　虫の観察や研究を目的とした「夏の昆虫特別企画」が
夏休み３日間を利用して、六呂師の県自然保護センター
で行われました。８月１日には市内外から親子連れ20人
余りが参加し、虫の採集と標本作りを体験。採集した
虫の名前などを講師に次々と質問していました。

虫いっぱい捕まえた



　北部第三土地区画整理組合では、
中野地区の保留地に
ついて競売を行います。
　入札は、10月以降を
予定しています。
　購入を希望する人は、
問い合わせください。

問合せ先 
　北部第三土地区画整理組合
　大野市要町１番21号
　 (JAテラル越前下庄支所内
　　☎69・7577)

問
合
せ
先　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎

　

65
・
７
３
３
３)

　

11
月
１
日
㊊
か
ら
３
日
㊌
に
か

け
、
有
終
会
館
や
文
化
会
館
な
ど

を
会
場
に
、
市
総
合
文
化
祭
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
展
示
部
門
に

出
品
す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

部
門　

絵
画
・
書
道 

・
写
真
・
彫

　

塑
工
芸
・
生
け
花
・
盆
栽
な
ど

作
品
規
格
・
出
品
数　

自
由

申
込
方
法　

市
役
所
文
化
振
興
室

　

か
各
公
民
館
に
あ
る
出
品
申
込

　

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出

申
込
締
切
日　

10
月
１
日
㊎

作
品
搬
入
日
時　

10
月
31
日
㊐
正 

　

午
〜
午
後
４
時

作
品
搬
出
日
時　

11
月
３
日
㊌
午 

　

後
４
時
〜
７
時

申
込
・
問
合
せ
先　

教
育
委
員
会

　

文
化
振
興
室
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
５
４
６
）
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9月

　

農
業
用
の
コ
ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ

ク
タ
ー
は
、
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク

と
同
じ
よ
う
に
登
録
し
、
ナ
ン
バ

ー
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
同
時
に
軽
自
動
車
税
も
課

税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

新
し
く
購
入
し
た
り
買
い
替
え

た
り
し
た
人
は
、
市
役
所
で
登
録

し
ま
し
ょ
う
。

必
要
な
物　

印
鑑
・
車
体
の
形
式 

　

が
分
か
る
も
の

税
額　

年
間
１
０
０
０
円

登
録
・
問
合
せ
先　

税
務
課
収
税

　

係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４

　

２
２
）

　

こ
れ
ま
で
に
納
め
た
国
民
年
金

の
保
険
料
や
、
将
来
受
給
で
き
る

年
金
額
を
知
り
た
い
と
き
は
、
社

会
保
険
事
務
所
へ
照
会
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

照
会
に
は
、
被
保
険
者
本
人
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
は
代
理
人
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
、
次
の
書

類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

本
人
が
照
会
す
る
と
き　

年
金
手 

　

帳
、
年
金
証
書
、
支
払
通
知
書

代
理
人
が
照
会
す
る
と
き　

年
金

　

手
帳
、
年
金
証
書
、
支
払
通
知

　

書
、
委
任
状
（
本
人
の
住
所
・ 

　

氏
名
・
生
年
月
日
、
来
訪
で
き

　

な
い
理
由
を
記
載
、
本
人
の
印

　

鑑
を
押
印
）

問
合
せ
先　

福
井
社
会
保
険
事
務

　

所
（
☎
０
７
７
６
・
23
・
１
０

　

０
２
）

●
試
験

　

日
程　

11
月
18
日
㊍

　

場
所　

嶺
北
会
場
＝
福
井
市
市

　
　

民
福
祉
会
館
、
嶺
南
会
場
＝

　
　

敦
賀
短
期
大
学

　

受
験
料　

４
０
０
０
円

　

そ
の
他　

免
除
制
度
あ
り

●
事
前
講
習
会

　

日
程　

嶺
北
会
場
＝
11
月
２
日
㊋

　
　

嶺
南
会
場
＝
11
月
５
日
㊎

　

受
講
料　

３
０
０
０
円

　

申
込
方
法　

試
験
申
込
時
に
受

　
　

講
料
を
添
え
て

申
込
受
付
期
間　

試
験
、
講
習
会 

　

い
ず
れ
の
場
合
も
９
月
16
日
㊍

　

〜
30
日
㊍

申
込
・
問
合
せ
先　

下
水
道
課
管

　

理
普
及
係
（
☎
66
・
１
１
１
１

　

内
線
２
９
３
）

日
時　

９
月
21
日
か
ら
10
月
26
日 

　

ま
で
の
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
〜

場
所　

下
庄
公
民
館

※
10
月
12
日
㊋
は
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
や
呼
吸
法
な 

　

ど
を
組
み
合
わ
せ
た
体
操

参
加
料　

無
料

持
ち
物　

タ
オ
ル

国
民
年
金
の
照
会
手
続
き

市
民
課

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

　
　
　

試
験
と
事
前
講
習
会

下
水
道
課

コ
ン
バ
イ
ン
も

　
　
　
　

必
ず
登
録
を

税
務
課

総
合
文
化
祭
の
作
品
募
集

文
化
振
興
室

保留地を売却します

健
康
体
操　

参
加
者
募
集

保
健
セ
ン
タ
ー

♨
薬草風呂の無料開放
９月15日㊌午後３時～８時

東湯・改盛湯・亀山湯・
キューピー湯・白山湯・
日乃出湯（50音順）　　

市民課国保年金係
（☎66・1111内線457）

競売予定保留地
約328平方メートル
　　　　（約99坪）
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● INFORMATION

募
集
団
地　

東
二
番
町
家
住
宅
・ 

　

西
二
番
町
家
住
宅

規
格　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
４
Ｄ
Ｋ

募
集
戸
数　

３
戸

資
格　

一
定
の
収
入
基
準
を
満
た 

　

し
て
い
る
人

家
賃　

月
額
５
万
４
０
０
０
円
〜 

　

７
万
１
４
０
０
円

申
込
締
切
日　

９
月
24
日
㊎

※
入
居
決
定
は
公
開
抽
選
し
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先　

都
市
整
備
課

　

住
宅
緑
地
係
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
３
５
４)

日
時　

９
月
26
日
㊐
午
前
９
時
〜 

　

10
時
30
分
（
子
宮
・
乳
が
ん
検

　

診
は
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30

　

分)

場
所　

有
終
会
館

内
容　

生
活
習
慣
病
健
診
▼
胃
・ 

　

大
腸
・
子
宮
・
乳
が
ん
検
診

そ
の
他　

各
健
診
の
問
診
票
を
、 

　

当
日
必
ず
持
参
く
だ
さ
い

　

（
問
診
票
が
な
い
場
合
、
事
前 

　

に
申
し
込
み
が
必
要)

申
込
締
切
日　

９
月
22
日
㊌

申
込
・
問
合
せ
先　

保
健
セ
ン
タ

　

ー
（
☎
65
・
７
３
３
３)

日
時　

10
月
24
日
㊐
午
前
10
時
〜

場
所　

大
野
地
区
消
防
本
部

種
類　

乙
種
４
類
・
丙
種

受
験
資
格　

特
に
な
し

必
要
書
類　

▼
受
験
願
書
（
大
野 

　

地
区
消
防
本
部
に
準
備)

▼
６

　

カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
の

　

写
真
１
枚
▼
試
験
手
数
料
の
払

　

込
受
付
証
明
書（
所
定
の
も
の)

受
験
料　

乙
種
４
類
＝
３
４
０
０

　

円
・
丙
種
＝
２
７
０
０
円

申
込
受
付
期
間　

９
月
６
日
㊊
〜

　

13
日
㊊
（
土
・
日
を
除
く)

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

申
込
方
法　

書
類
を
直
接
ま
た
は

　

郵
送
で
（
郵
送
の
場
合
は
９
月

　

13
日
の
消
印
有
効)

申
込
・
問
合
せ
先　
（
財)

消
防
試

　

験
研
究
セ
ン
タ
ー
福
井
県
支
部

　

（
〒
９
１
０
ー
０
０
０
３
福
井

　

市
松
本
３
丁
目
16
ー
10
福
井
合

　

同
庁
舎
内
☎
０
７
７
６
・
21
・

　

７
０
９
０)

　

郷
土
歴
史
家
の
上
坂
紀
夫
さ
ん

を
招
い
て
、
著
作
に
関
す
る
話
を

伺
い
ま
す
。

日
時　

９
月
12
日
㊐
午
後
１
時
〜

場
所　

図
書
館

読
書
講
演
会

図
書
館

特
定
優
良
賃
貸
住
宅

　
　
　

入
居
者
を
募
集

都
市
整
備
課

演
題　

日
本
を
終
戦
に
導
い
た
岡

　

田
啓
介

参
加
料　

無
料

そ
の
他　

事
前
に
申
し
込
み
必
要

申
込
・
問
合
せ
先　

図
書
館
（
☎

　

65
・
５
５
０
０)

●
韓
国
料
理
教
室

　

日
時　

９
月
28
日
㊋
・
10
月
26

　
　

日
㊋
午
後
７
時
30
分
〜

　

※
１
回
の
み
参
加
も
可

　

場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

対
象　

だ
れ
で
も

　

定
員　

15
人

　

参
加
料　

一
回
１
０
０
０
円
程
度

　

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

　

申
込
締
切
日　

９
月
17
日
㊎

●
生
命
保
険
の
学
習
会

　

日
時　

10
月
１
日
㊎
午
後
７
時

　
　

30
分
〜

　

場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

内
容　

基
礎
知
識
を
学
び
、
自

　
　

分
に
合
っ
た
保
険
を
見
つ
け
る

　

対
象　

20
代
、
30
代
の
独
身
者

　

定
員　

20
人

　

参
加
料　

無
料

　

持
ち
物　

筆
記
用
具

　

申
込
締
切
日　

９
月
24
日
㊎

申
込
・
問
合
せ
先　

勤
労
青
少
年

　

ホ
ー
ム
（
☎
65
・ 

７
２
２
１)

日
時　

10
月
１
日
㊎
午
前
10
時
〜 

　

午
後
４
時

場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

内
容　

官
公
庁
に
提
出
す
る
書
類 

　

や
権
利
義
務
、
事
実
証
明
に
関

　

す
る
相
談

問
合
せ
先　

県
行
政
書
士
会
大
野

　

支
部
長
・
金
森
幸
子
（
☎
65
・

　

３
９
３
５)

料
理
教
室
と
学
習
会

　
　
　
　

受
講
生
募
集

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

国民健康保険に加入している人へ

行
政
書
士
無
料
相
談
会

県
行
政
書
士
会

利
用
く
だ
さ
い
休
日
健
診

保
健
セ
ン
タ
ー

危
険
物
取
扱
者
の
試
験

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

●保険証の更新
　新しい保険証を９月下旬に郵送しますので、現在使
っている保険証は、各自で処分してください。 なお、
郵送では都合が悪い人は、事前に問い合わせください。

●人間ドック
　疾病予防と早期発見・早期治療のため、精密な検査
を行う人間ドックを行っています。受診を希望する人
は、申し込みください。

　対象者　30歳以上75歳未満で国民健康保険税を完納  
　　している人
　内容　１日ドック・１泊２日ドック・脳ドック
　医療機関　福井県済生会病院、福井社会保険病院、  
　　広岡クリニック
　助成金額　ドックの内容により異なります
　助成人数　30人
申込・問合せ先
　市民課国保年金係（☎66・1111内線457）

平成大野屋まつり

9月19日㊐開催
午前９時30分～午後４時

商工観光課観光係
（☎66・1111内線333）

 9月9日は救急の日
救急車の呼び方

局番なしの「119」
　場所は詳しく、目標物をはっきりと
　事故か急病か、けが人は何人か
このような利用はやめましょう
　軽いけがや病気、ただの酔っ払い、
　入院時のタクシーがわり

大野地区消防署（☎66・0119）
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旅
先
で
越
前
大
野
か

ら
来
た
と
言
う
と
「
里

芋
の
お
い
し
い
と
こ
ろ

で
す
ね
」
と
言
わ
れ
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
鼻
を
高
く

し
て
芋
講
釈
を
す
る
こ

と
が
あ
る
。
煮
っ
こ
ろ
が
し
に
す
る
芋
の
大
き

さ
、
味
付
け
な
ど
な
ど
▼
旧
暦
八
月
十
五
日
の

中
秋
の
名
月
に
、
団
子
・
ス
ス
キ
・
ハ
ギ
の
ほ

か
里
芋
の
初
物
を
供
え
収
穫
を
祝
う
祭
り
が
お

月
見
で
あ
る
。
関
西
で
は
、
団
子
の
端
を
尖と

が

ら

せ
て
里
芋
に
似
せ
て
供
え
る
こ
と
か
ら
「
芋
名

月
」
と
も
い
う
。
里
芋
は
稲
作
以
前
に
伝で

ん

播ぱ

さ

れ
た
古
い
作
物
で
、
奈
良
時
代
か
ら
栽
培
さ
れ

て
い
た
。
月
見
の
こ
ろ
か
ら
お
い
し
く
な
り
、

糖
質
と
で
ん
ぷ
ん
が
大
部
分
で
あ
る
。
ビ
タ
ミ

ン
は
少
な
い
が
、
芋
類
の
中
で
は
カ
ロ
リ
ー
が

低
い
▼
お
月
見
の
最
初
の
記
録
は
九
百
九
年
醍

醐
天
皇
と
あ
る
。
中
秋
の
名
月
は
今
年
は
九
月

二
十
八
日
、
昨
年
は
十
一
日
、
来
年
は
十
八
日

で
あ
る
。
月
の
軌
道
が
円
で
な
い
た
め
、
新
月

か
ら
満
月
ま
で
の
期
間
が
お
よ
そ
十
三
日
か
ら

十
五
日
と
な
り
、
旧
暦
の
十
五
日
と
満
月
の
日

付
が
一
致
し
な
い
こ
と
が
生
じ
る
。
来
年
ま
で

は
同
じ
だ
が
、
以
後
は
ず4

れ4

が
生
じ
る
よ
う
だ

▼
お
月
見
の
時
期
は
台
風
シ
ー
ズ
ン
と
秋
の
長

雨
も
あ
り
、
晴
天
率
は
よ
く
な
い
。
江
戸
時
代

の
書
物
に
「
中
秋
の
名
月
、
十
年
に
九
年
は
見

え
ず
」
の
記
述
も
あ
る
▼
里
芋
に
含
ま
れ
る
ガ

ラ
ク
タ
ン
は
脳
細
胞
を
活
性
化
さ
せ
、
痴ち

呆ほ
う

や

ぼ
け
4

4

の
予
防
の
ほ
か
、
が
ん
の
発
生
・
進
行
を

防
ぎ
、
風
邪
の
予
防
効
果
も
あ
る
。
♪
で
た
で

た
月
が
…
♪
の
唱
歌
を
孫
と
口
ず
さ
み
な
が
ら
、

初
物
の
煮
っ
こ
ろ
が
し
を
食
べ
て
健
康
に
毎
日

を
過
ご
し
た
い
も
の
だ
（
安
）

市　民　の　う　ご　き

市内の交通事故状況（年頭からの計）

世　帯　数
人　　　口
　　　　男
　　　　女

８月中の異動

８月１日現在
11,975世帯
39,531人
18,873人
20,658人

前　月　比
＋9世帯
－26人
－13人
－13人

転入
転出

61人
71人

出生
死亡

21人
37人

総　件　数
　　件　数
　　死　者
　　傷　者
物損事故

件数内訳

390件
92件
1人

110人
298件

平成16年
７ 月 末 比 較平成15年

７ 月 末
376件
69件
1人

107人
307件

＋14件
＋23件
0人
＋3人
－9件

人
身
事
故

発
行　
福
井
県
大
野
市　
　
　
　
　
　
　

編
集　
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
☎
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）

　

梅
雨
の
終
わ
り
に
突
如
襲
っ

た
「
平
成
十
六
年
七
月
福
井
豪

雨
」。被
災
地
が
一
日
も
早
く
元

の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
に
と
、

大
野
市
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
つ
け
ま
し

た
。
西
谷
村
を
襲
っ
た「
四
〇
・

九
風
水
害
」の
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

改
め
て
自
然
災
害
の
怖
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
（
林
）

編
集
後
記

内　訳

　

お
お
の
子
ど
も
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
タ
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た

「
お
す
も
う
さ
ん
と
子
ど
も
た

ち
の
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」。
エ

キ
サ
イ
ト
広
場
で
開
か
れ
た
子

ど
も
相
撲
教
室
で
は
、
ま
わ
し

を
締
め
た
豆
力
士
が
ハ
ッ
ス
ル
。

二
所
ノ
関
部
屋
の
若
手
力
士
を

相
手
に
、
ぶ
つ
か
り
げ
い
こ
な

ど
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

大
野
え
え
と
こ
㉚

　市が認定した、将来に残していきたいと思う、大野ら

しい建築物や自然などの景観を紹介します。

⑱

洞
雲
寺
（
清
瀧
百
二
十
四
ー
八
）

　

亀
山
か
ら
赤
根
川
に
沿
っ
て
南
に
向
か
い
、
洞
雲

寺
橋
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
に
位
置
。
元

げ
ん
ち
ょ
く勅

和
尚
が
一
四

五
五
年
に
開
山
。
安
置
さ
れ
て
い
る
「
木
造
元
勅
和

尚
倚い

像ぞ
う

」
は
、市
の
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

杉
本
敏
憲
邸
（
木
本
五
十
ー
十
八
）

　

国
道
１
５
７
号
か
ら
稲
郷
大
橋
の
手
前
で
右
折
。

上
庄
中
学
校
沿
い
の
道
を
木
本
集
落
セ
ン
タ
ー
に
向

か
う
と
、
清
滝
川
手
前
に
位
置
。
落
ち
着
い
た
板
塀

と
家
の
周
り
を
走
る
水
路
に
趣
が
あ
り
ま
す
。


